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研究概要 

 本研究では、簡易的な性格診断を行い、その結果をもとに自分に適した職業や勉強法、ストレス解消法を提示す

るアドバイスアプリを開発した。ノーコードツール「Click」を用いてアプリを制作した結果、短時間で性格診断を実施

し、その結果に基づいてアドバイスを提示するアプリが完成した。 

(文責 高橋亜希) 

 

 

Abstract 

  In this research, we developed an advice app that conducts a simple personality test and, based on the results, 

suggests careers, study methods, and stress relief methods that are suitable for each individual.  By creating an app 

using the no-code tool “Click", we were able to complete an app that quickly performs a personality diagnosis and 

provides advice based on the results. 

(文責 高橋亜希) 

 

 

 

第１章 序論 

 

  近年、若い世代を中心に日本だけではなく海外でも自己理解や自己成長を求める人々が増え、MBTI診断など

の性格診断ツールが広く普及し、パーソナリティに関する知識に対する関心が高まっている。自己理解や他者理

解、人間関係の構築、キャリア開発、教育、組織開発、チーム構成など、様々な場面で MBTI診断は普及してい

る。日常会話でも自身の MBTIについて共有したり、それを元に色々な事を関連づけて考えたりする機会があるな

ど、MBTIは度々登場するので、自身の MBTIを知っている人は多いと思う。最も普及しているMBTI診断は 90

個もの質問があり、少し大変だ。そこで、私たちはすぐ簡単にできる MBTI診断アプリを作成した。しかし、学問的

にはその有効性や信頼性に対して批判的な意見もあると思われるため、１つの診断ツールではなく簡単なエニア

グラム診断もできるようにし、さらにMBTI診断とエニアグラム診断の結果から自分に適している職業や勉強法、ス

トレス解消法を提示することでより多面的に自己分析できるようにした。 

 (文責 樋口心） 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 



第２章 研究内容 

１.目的や内容 

現在日本だけではなく海外でもMBTI診断などの性格診断ツールが広く普及しているため、MBTI診断を用いた自

己アドバイスアプリを作成することで自己理解の向上や人間関係の改善、キャリア選択などにおいて役立つと考え

た。しかし、１つの診断ツールでは信頼性や正確さが曖昧である 

ため、複数の診断ツールを組み合わせることで信頼性や正確性を高め、簡単な質問に基づいてより多角的な自己

分析や人生に役立つアドバイスの提供が可能であると考え、複数の性格診断ツールを用いた MBTI診断に基づく

アドバイスアプリの作成を決定。 

 

 

２.研究手法   

①：ChatGPTを用いて参考にするコード（Python）の収集を行い、初心者でもアプリ開発が可能な開発ツール

（Swift）を用いてアプリを作成 

②：アプリ開発ツールを Swiftから Adaloへ変更し、再度アプリ作成 

③：アプリ開発ツールをノーコードで開発が可能なもの（Click）に変更し、再度アプリ作成 

 

 

３.研究スケジュール 

４月〜６月   MBTI診断についての研究 先行研究やコードの収集 コードの改善 

７月〜９月   アプリ開発①開始  

１０月〜１２月   ①で失敗した点を改善し、アプリ開発②開始 

１２月〜１月   ①、②から方法を変更し、アプリ開発③開始 

１月〜２月   ③で作成したアプリの改善 結果のまとめ 

２月〜   研究成果の発表 

（文責 澤田依央莉） 

 

 

第３章 結果と考察 

３.１結果 

Google Colabでコードを作成し入力した。 

・エニアグラム診断を行うコード。9つの質問に 1(全く当てはまらない)から 5(非常に当てはまる)で回答すると、自

分の性格タイプとそのタイプに適している職業とストレス発散方法が提示される。import numpy as np 

 

# エニアグラム診断の質問 

questions = [ 

# 必要なライブラリ 

 

   "1. 他人に影響を与えたいと思いますか？", 

   "2. 完璧主義なところがありますか？", 

   "3. 感情表現が豊かで、共感力が高い方ですか？", 



   "4. 分析的で客観的に物事を捉えますか？", 

   "5. 冒険心が強く、自由を求めますか？", 

   "6. 他人の役に立つことが好きですか？", 

   "7. 細かいことを気にせず、のびのび行動したい方ですか？", 

   "8. 規律や秩序を重んじますか？", 

   "9. 静かで平和な環境が好きですか？" 

] 

 

 

# ユーザーの回答を収集 

print("以下の質問に対して、1（全く当てはまらない）から 5（非常に当てはまる）までで回答してください。") 

answers = [] 

for question in questions: 

   while True: 

       try: 

           answer = int(input(f"{question} (1〜5): ")) 

           if answer < 1 or answer > 5: 

               raise ValueError("1〜5の範囲で入力してください。") 

           answers.append(answer) 

           break 

       except ValueError as e: 

           print(e) 

 

# 各エニアグラムタイプのスコアを算出 

# 質問への回答をもとにスコアを簡易的に集計します（タイプ 1〜9に割り当て）。 

types_scores = { 

   1: answers[1] + answers[7],  # 完璧主義者 

   2: answers[5] + answers[0],  # 助ける人 

   3: answers[2] + answers[6],  # 達成者 

   4: answers[3],               # 個性的な人 

   5: answers[4],               # 探求者 

   6: answers[8] + answers[7],  # 忠実な人 

   7: answers[6],               # 楽観主義者 

   8: answers[7],               # 挑戦者 

   9: answers[8]                # 平和主義者 

} 

 

# スコアが最も高いタイプを判定 

predicted_type = max(types_scores, key=types_scores.get) 

 

# 診断結果の説明、適した職業とストレス発散方法 

enneagram_info = { 



   1: { 

       "説明": "タイプ 1は完璧主義者で、高い理想を持ち、他人や自分に厳しいことが多いです。", 

       "職業": "会計士、エンジニア、研究者", 

       "ストレス発散": "スポーツや運動で体を動かし、リフレッシュすることが効果的です。" 

   }, 

   2: { 

       "説明": "タイプ 2は他者に尽くすことを大切にする助ける人で、支えになることを喜びとします。", 

       "職業": "医療職、教師、カウンセラー", 

       "ストレス発散": "感謝の気持ちを表現したり、親しい人と過ごすことでエネルギーが回復します。" 

   }, 

   3: { 

       "説明": "タイプ 3は目標達成を重要視する達成者で、成功と認められることを求めます。", 

       "職業": "営業職、俳優、アスリート", 

       "ストレス発散": "目標を設定し、それを達成することで自己効力感が得られます。" 

   }, 

   4: { 

       "説明": "タイプ 4は独自性を追求する個性的な人で、深い感情表現を大切にします。", 

       "職業": "作家、芸術家、デザイナー", 

       "ストレス発散": "芸術活動や日記を書くことで自己表現をし、内面を整理できます。" 

   }, 

   5: { 

       "説明": "タイプ 5は知識を追求する探求者で、分析的かつ理論的です。", 

       "職業": "科学者、作家、エンジニア", 

       "ストレス発散": "一人での時間を楽しむことで心が落ち着きます。" 

   }, 

   6: { 

       "説明": "タイプ 6は忠実な人で、安全や安定を重視し、仲間への信頼を大切にします。", 

       "職業": "警察官、消防士、教師", 

       "ストレス発散": "信頼できる人と一緒に時間を過ごすことが安心感をもたらします。" 

   }, 

   7: { 

       "説明": "タイプ 7はポジティブで冒険心旺盛な楽観主義者で、新しい経験を好みます。", 

       "職業": "旅行業、起業家、イベントプランナー", 

       "ストレス発散": "新しい場所に出かけたり、計画を立てることがリフレッシュになります。" 

   }, 

   8: { 

       "説明": "タイプ 8は力強く、自信に満ちた挑戦者で、リーダーシップを発揮します。", 

       "職業": "リーダー職、弁護士、スポーツ選手", 

       "ストレス発散": "体を動かし、挑戦的な活動で自己を解放します。" 

   }, 

   9: { 

       "説明": "タイプ 9は平和を愛する平和主義者で、調和や安定を求めます。", 



       "職業": "調停者、教師、カウンセラー", 

       "ストレス発散": "静かな場所で瞑想やヨガを行い、リラックスすることが効果的です。" 

   } 

} 

 

# 診断結果の表示 

result = enneagram_info.get(predicted_type) 

print(f"¥n診断結果: タイプ {predicted_type}") 

print(f"説明: {result['説明']}") 

print(f"適した職業: {result['職業']}") 

print(f"おすすめのストレス発散方法: {result['ストレス発散']}") 

 

 

・MBTI診断に関するコード。自分のMBTIを入力すると自分に適している職業、ストレス解消法、勉強法、自分と同

じ MBTIのアニメキャラクターを提示する。 

# 向いている職業リスト 

mbti_jobs = { 

   "INTJ": "戦略的プランナー、エンジニア、研究者、弁護士", 

   "INTP": "哲学者、科学者、ソフトウェア開発者、作家", 

   "ENTJ": "企業経営者、プロジェクトマネージャー、リーダー職、弁護士", 

   "ENTP": "起業家、広告プランナー、マーケティングディレクター、戦略アナリスト", 

   "INFJ": "カウンセラー、心理学者、教師、作家", 

   "INFP": "作家、芸術家、教師、カウンセラー", 

   "ENFJ": "教師、カウンセラー、イベントプランナー、営業マネージャー", 

   "ENFP": "広報担当、ジャーナリスト、ライター、カウンセラー", 

   "ISTJ": "会計士、エンジニア、弁護士、プロジェクトマネージャー", 

   "ISFJ": "看護師、教師、カウンセラー、管理職", 

   "ESTJ": "弁護士、警察官、経営者、銀行員", 

   "ESFJ": "看護師、教師、営業担当、イベントプランナー", 

   "ISTP": "メカニック、エンジニア、プログラマー、消防士", 

   "ISFP": "アーティスト、デザイナー、料理人、音楽家", 

   "ESTP": "営業担当、起業家、スポーツトレーナー、警察官", 

   "ESFP": "俳優、エンターテイナー、旅行ガイド、営業担当" 

} 

 

# ストレス発散方法リスト 

mbti_stress_relief = { 

   "INTJ": "計画を立て、次に進むための目標を設定する。静かに本を読むことも有効。", 

   "INTP": "独りで静かな場所に行き、思索にふける。クリエイティブな活動も役立つ。", 

   "ENTJ": "運動をして体を動かす。効率的にリラックスできる環境を作る。", 

   "ENTP": "新しいプロジェクトに取り組む。挑戦的なゲームや活動を楽しむ。", 

   "INFJ": "瞑想やヨガを行い、静かに内省する時間を持つ。", 



   "INFP": "自分の感情を書き出す。音楽を聴いたり、芸術に触れることがリラックスにつながる。", 

   "ENFJ": "友人と話すことでストレスを解消。感情を共有できる時間が大切。", 

   "ENFP": "クリエイティブな活動や新しい趣味を見つけることがストレス軽減に役立つ。", 

   "ISTJ": "計画通りに物事を整理し、きちんとした環境で過ごすことで落ち着ける。", 

   "ISFJ": "家族や親しい友人と過ごす。静かな時間や趣味に没頭することが有効。", 

   "ESTJ": "フィジカルな活動や運動をして、エネルギーを発散することが有効。", 

   "ESFJ": "人と会話し、サポートを受けることが大切。音楽を聴いたりリラックスした時間を持つ。", 

   "ISTP": "アウトドア活動や DIYプロジェクトで手を動かすことでストレスを発散。", 

   "ISFP": "創作活動や自然と触れ合う時間を持つことがリフレッシュに役立つ。", 

   "ESTP": "スポーツやアクティブな活動で体を動かすことがストレス解消に役立つ。", 

   "ESFP": "人と楽しい時間を過ごす。音楽を楽しんだり踊ったりすることもリラックスにつながる。" 

} 

 

# 向いている勉強法リスト 

mbti_study = { 

   "INTJ": "全体像を把握し、学習のロードマップを作成する。深く掘り下げて理解するため、背景や理論を調べ

る。自分のペースで進め、独学の環境を整えると良い。", 

   "INTP": "複雑な理論や概念を理解するために、自分で調べて掘り下げる。論理的に関連づけて理解し、要点を

図解して整理する。独学で学び、自由に探究するスタイルが向いている。", 

   "ENTJ": "長期的な目標を立て、ステップごとに進捗を管理する。理論や原則に基づいて、効率的に学習計画を

組み立てる。効率的に学べる方法を選び、無駄を減らす。", 

   "ENTP": "他の人とディスカッションをして、新しい視点やアイデアを得る。論理を使って考え方を整理し、チャート

や図を用いて理解を深める。理論的な議論を交えた学習環境が向いている。", 

   "INFJ": "目的やゴールを明確に設定して、意味のある学びを追求する。自分の考えをエッセイやダイアグラムで

整理する。静かな環境で独自のペースで学習すると集中しやすい。", 

   "INFP": "興味や情熱を感じる内容に焦点を当て、楽しみながら学ぶ。自分の言葉で要約したり、イラストを描い

たりするなど、創造的に理解を深める。勉強における意味や価値を考えるとモチベーションが上がる。", 

   "ENFJ": "他の人に教えることで理解が深まるため、勉強会やチューター活動を取り入れる。意味や目的を見出

しながら、全体的な視点から学ぶ。目標設定やビジョンを立て、進捗を確認することがモチベーションになる。", 

   "ENFP": "アイデアを発展させたり、自由にディスカッションする環境で学ぶと良い。自分の興味に合ったリサーチ

やプロジェクトを組み合わせる。モチベーションが続きにくい場合、こまめに勉強方法を変えると集中力が持続する。", 

   "ISTJ": "タイムスケジュールを細かく組み、計画的に進める。過去のテスト問題や実践問題を使い、繰り返し演

習を行う。自分の進捗をチェックリストで確認し、効率的に管理する。", 

   "ISFJ": "実生活に関連づけて学び、例を使って理解を深める。ノートを丁寧にまとめ、視覚的に整理する。グル

ープで学ぶことでモチベーションが上がるため、友人と一緒に勉強すると良い。", 

   "ESTJ": "タスクごとに時間を割り当て、しっかりとスケジュールを組んで学ぶ。チェックリストで進捗を確認し、着

実に理解を深める。実際の事例や統計データを取り入れて現実的に学ぶと効果的。", 

   "ESFJ": "グループでの勉強や勉強会が効果的。ノートを丁寧に整理し、色分けや図解で見やすくまとめる。視覚

的な教材や実生活の例を取り入れると理解しやすい。", 

   "ISTP": "実際に手を動かして学び、問題を解くことで理解を深める。実験や実践活動を通じて、具体的な知識を

習得する。シンプルで効率的な勉強法を取り入れると集中しやすい。", 



   "ISFP": "興味のある分野を中心に学習することで、モチベーションを保つ。グラフや図を使って、視覚的に学び

を整理する。人と一緒に学び、協力的な雰囲気で進めると効果的。", 

   "ESTP": "グループでディスカッションや勉強会をすると集中力が持続する。実際の問題に即したケーススタディ

やシミュレーションを取り入れる。タイムプレッシャーを利用して集中力を高める。", 

   "ESFP": "勉強内容を生活に関連づけて学ぶと理解しやすい。グループで一緒に勉強することでモチベーションを

保てる。フラッシュカードや音声教材を使い、楽しく学習すると良い。" 

} 

 

# アニメキャラリスト 

mbti_anime = { 

   "INTJ": "ニコ・ロビン(ワンピース)、鬼舞辻無惨(鬼滅の刃)、星野アクア(推しの子)、ムスカ(天空の城ラピュ

タ)、ロイド・フォージャー（SPY×FAMILY）", 

   "INTP": "サボ(ワンピース)、冨岡義勇(鬼滅の刃)、狗巻棘(呪術廻戦)、ボーちゃん(クレヨンしんちゃん)、ジ

ャイ子(ドラえもん)、赤井秀一(名探偵コナン)", 

   "ENTJ": "シャンクス(ワンピース)、フリーザー(ドラゴンボール)、煉獄杏寿郎(鬼滅の刃)、両面宿儺(呪術廻

戦)、剛田武(ドラえもん)、安室透(名探偵コナン)", 

   "ENTP": "ウソップ(ワンピース)、童磨(鬼滅の刃)、五条悟(呪術廻戦)、しんのすけ(クレヨンしんちゃん)、骨

川スネ夫(ドラえもん)、工藤新一(名探偵コナン)", 

   "INFJ": "タシギ(ワンピース)、胡蝶カナヲ(鬼滅の刃)、乙骨憂太(呪術廻戦)、ジン(名探偵コナン)、黒川あか

ね(推しの子)、ハク(千と千尋の神隠し)", 

   "INFP": "ネフェルタリ・ビビ(ワンピース)、緑谷出久(僕のヒーローアカデミア)、キルア＝ゾルディック(ハンター

ハンター)、のび太(ドラえもん)、怪盗キッド(名探偵コナン)", 

   "ENFJ": "ポートガス・D・エース(ワンピース)、竈門炭治郎(鬼滅の刃)、麗日お茶子(僕のヒーローアカデミ

ア)、酢乙女あい(クレヨンしんちゃん)、ドラミ(ドラえもん)、ナウシカ(風の谷のナウシカ)、", 

   "ENFP": "モンキー・D・ルフィ(ワンピース)、ゴン＝フリークス(ハンターハンター)、甘露寺蜜璃(鬼滅の刃)、う

ずまきナルト(NARUTO)、星野ルビー(推しの子)、ハウル(ハウルの動く城)、アーニャ(SPY×FAMILY)", 

   "ISTJ": "トラファルガー・ロー(ワンピース)、ベジータ(ドラゴンボール)、伏黒恵(呪術廻戦)、風真トオル(クレ

ヨンしんちゃん)、出来杉英才(ドラえもん)、灰原哀(名探偵コナン)、釜爺(千と千尋の神隠し)", 

   "ISFJ": "コビー(ワンピース)、胡蝶しのぶ(鬼滅の刃)、三輪霞(呪術廻戦)、佐藤マサオ(クレヨンしんちゃ

ん)、源静香(ドラえもん)、円谷光彦(名探偵コナン)、ソフィー(ハウルの動く城)、ヨル(SPY×FAMILY)", 

   "ESTJ": "ヴィンスモーク・サンジ(ワンピース)、錆兎(鬼滅の刃)、釘崎野薔薇(呪術廻戦)、桜田ネネ(クレヨン

しんちゃん)、先生(ドラえもん)、目黒警部(名探偵コナン)、有馬かな(推しの子)、湯婆婆(千と千尋の神隠し)", 

   "ESFJ": "ナミ(ワンピース)、竈門禰豆子(鬼滅の刃)、東堂葵(呪術廻戦)、ひろし(クレヨンしんちゃん)、ドラえ

もん(ドラえもん)、毛利蘭(名探偵コナン)、サツキ(となりのトトロ)", 

   "ISTP": "ロロノア・ゾロ(ワンピース)、孫悟空(ドラゴンボール)、ヒソカ(ハンターハンター)、猗窩座(鬼滅の

刃)、セワシ(ドラえもん)、そうすけ(崖の上のポニョ)、ユーリ(SPY×FAMILY)", 

   "ISFP": "トニートニー・チョッパー(ワンピース)、葉隠透(僕のヒーローアカデミア)、時透無一郎(鬼滅の刃)、

虎杖悠仁(呪術廻戦)、野比のび助(ドラえもん)、千尋(千と千尋の神隠し)", 

   "ESTP": "フランキー(ワンピース)、嘴平伊之助(鬼滅の刃)、爆轟勝己(僕のヒーローアカデミア)、禪院真希

(呪術廻戦)、服部平次(名探偵コナン)、サトシ(ポケットモンスター)、ドーラ(天空の城ラピュタ)", 

   "ESFP": "ブルック(ワンピース)、ミスター・サタン(ドラゴンボール)、我妻善逸(鬼滅の刃)、みさえ(クレヨンしん

ちゃん)、毛利小五郎(名探偵コナン)、星野アイ(推しの子)、ポニョ(崖の上のポニョ)" 



} 

# MBTIの入力を求める 

mbti = input("あなたの MBTI タイプを入力してください (例: INTJ, ENFP): ").upper() 

 

# 有効な MBTI タイプかどうかを確認 

if mbti not in mbti_jobs: 

   print("無効な MBTI タイプです。正しい MBTI タイプを入力してください。") 

else: 

   # 職業かストレス発散方法のどちらを知りたいか選択 

   choice = input("何を知りたいですか？ (1: 向いている職業, 2: ストレス発散方法, 3: 向いている勉

強法, 4:自分と同じ MBTIのアニメキャラ): ") 

 

   if choice == "1": 

       # 向いている職業を表示 

       print(f"{mbti}の人に向いている職業: {mbti_jobs[mbti]}") 

   elif choice == "2": 

       # ストレス発散方法を表示 

       print(f"{mbti}の人に適したストレス発散方法: {mbti_stress_relief[mbti]}") 

   elif choice == "3": 

       # 向いている勉強法を表示 

       print(f"{mbti}の人に向いている勉強法: {mbti_study[mbti]}") 

   elif choice == "4": 

       # 自分と同じ MBTIのアニメキャラを表示 

       print(f"{mbti}の人と同じ MBTIのアニメキャラ:{mbti_anime[mbti]}") 

   else: 

       print("無効な選択肢です。1または 2または 3または 4を選んでください。") 

   choice = input("他に何を知りたいですか？ (1: 向いている職業, 2: ストレス発散方法, 3: 向いてい

る勉強法, 4:自分と同じ MBTIのアニメキャラ): ") 

   if choice == "1": 

       # 向いている職業を表示 

       print(f"{mbti}の人に向いている職業: {mbti_jobs[mbti]}") 

   elif choice == "2": 

       # ストレス発散方法を表示 

       print(f"{mbti}の人に適したストレス発散方法: {mbti_stress_relief[mbti]}") 

   elif choice == "3": 

       # 向いている勉強法を表示 

       print(f"{mbti}の人に向いている勉強法: {mbti_study[mbti]}") 

   elif choice == "4": 

       # 自分と同じ MBTIのアニメキャラを表示 

       print(f"{mbti}の人と同じ MBTIのアニメキャラ:{mbti_anime[mbti]}") 

   else: 

       print("無効な選択肢です。1または 2または 3または 4を選んでください。") 



それぞれのMBTIに向いてる職業やストレス解消法、勉強方法をチャット GPTに聞いた。 

Google Colabで作成したコードをもとに、ノーコードツール Clickを用いてアプリを作成した。 

 

 



 

○MBTI診断の結果の出し方 

・1「全くそう思わない」2「思わない」3「どっちでもない」4「そう思う」5「非常にそう思う」の５つの段階で質問に答える 

・「あなたは社交的ですか？」の質問に対して、1〜3の数字を答えた場合MBTIの 1文字目が”I”、4〜5の数字を

答えた場合MBTIの 1文字目が”E”になる。 

・「論理的な思考を重視しますか？」の質問に対して、1〜3の数字を答えた場合MBTIの 3文字目が”F”、4〜5の

数字を答えた場合MBTIの 3文字目が”T”になる。 

・「計画的に行動することが好きですか？」の質問に対して、1〜3の数字を答えた場合MBTIの 4文字目が”P”、4

〜5の数字を答えた場合 MBTIの 4文字目が”J”になる。 



・「新しいアイデアや概念を好みますか？」の質問に対して、1〜3の数字を答えた場合MBTIの 2文字目が”S”、4

〜5の数字を答えた場合 MBTIの 2文字目が”N”になる。 

                   ↓ 

質問の答えのすべてのパターンをつくり最終的にMBTIを提示できるようにした。 

○エニアグラム診断の結果の出し方 

・タイプ 1 と診断されるパターン 

→「5.失敗を過度に気にすることがありますか？」と「7.周囲の期待に応えようとすることが多いですか？」の質問に

4〜5点で回答する 

・タイプ 2 と診断されるパターン 

→「2.人と深く関わることが好きですか？」と「6.平和で穏やかな環境が好きですか？」の質問に 4〜5点で回答する 

・タイプ 3 と診断されるパターン 

→「4.目標達成のために努力を惜しまないですか？」と「8.自分の意見をはっきり主張する方ですか？」の質問に 4

〜5点で回答する 

・タイプ 4 と診断されるパターン 

→「3.他人の気持ちを敏感に察する方ですか？」と「6.平和で穏やかな環境が好きですか？」の質問に 4〜5点で回

答する 

・タイプ 5 と診断されるパターン 

→「1.新しいことに挑戦するのが好きですか？」と「4.目標達成のために努力を惜しまないですか？」の質問に 4〜5

点で回答する 

 

 

作成に使用するツールを見つけるまでに時間がかかってしまったため、MBTI診断の機能とその結果に基づくアド

バイス機能は完成したが、エニアグラム診断の機能は未完成になってしまった。 

○Clickを使用する際に工夫した点 

・作業しやすいようにキャンバス上に質問ごとにまとめてページを置いた。 

・ページ数が多くなりすぎないように、診断の仕組みを理解して複数の質問の回答の組み合わせから、数学の場合

の数の知識を使って省略した。 

⇦作成したアプリ 

(文責 高橋亜希) 

 

 

 

 

 

 



３.２考察 

ノーコードツールは、プログラミングの知識がなくてもアプリを作成できるという利点がある一方で、複雑な処理や構

造を実装する際には多くの工夫や時間を要するという課題もある。MBTI診断に比べて質問数が多く、診断ロジック

が複雑なエニアグラム診断の実装は想定以上に困難であり、短期間でのノーコードによる開発が難しかったこと

が、未完成の一因となったと考えられる。また、当初計画していた、MBTI診断とエニアグラム診断の結果を一つの

フローで導き出すアプリの構想についても、その処理の複雑さから、ノーコードツールよりもプログラミングを用いた

開発の方が適している可能性がある。今後、より高度で複雑な機能や構造を持つアプリを実現するためには、ノー

コードツールの限界を理解しつつ、必要に応じてプログラミングの導入もするべきではないか。 

(文責 高橋亜希) 

３.３展望                                       本研究では、アプリ作成に使用する適切な

ツールを見つけるまでに時間を要したため、アプリ開発に十分な時間を確保できず、当初の予定であった「MBTI診

断」と「エニアグラム診断」の両方を実装することが叶わなかった。結果として、エニアグラム診断の機能は未完成

のままとなってしまった。今後は、このエニアグラム診断部分の実装を進め、当初の目的であった両診断を行える

アプリの完成を目指したい。また、現在のアプリのデザインは簡素であり、一部に視認性の低い箇所が見受けられ

るため、今後はユーザーが直感的に操作しやすく、見やすいデザインを意識して改善をしていきたい。さらに、今回

は時間の制約により完成版を周囲の人に試してもらうことができなかったが、アプリが完成した際には、実際に使

用してもらい、フィードバックを得ることで、より使いやすいアプリへと改良を重ねていきたい。 

(文責 高橋亜希) 

 

 

第４章 発表報告 

１,校内発表報告（SDS研究発表会(2/4)） 

座席は満員に近く、多くの１年生が自分たちの研究に興味をもって発表を観に来てくれた。 

発表後に生徒の質問によるアプリの実演も盛り上がり、良い雰囲気の発表だった。 

（文責 澤田依央莉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第５章 

５.研究における班員の役割  

アプリ作成          澤田依央莉 高橋亜希 樋口 心 

スライド・ 論文 作成  澤田依央莉 高橋亜希 樋口心 

 

研究に取り組んで：澤田依央莉 

MBTI診断に基づくアドバイスアプリの開発を通じて、自己理解の重要性や使用者に対する効果的なアドバイス提

供の難しさを学んだ。特に、診断ツールの信頼性と正確性に関する課題を感じた。一つの診断結果だけでは限界

があり、複数のツールを組み合わせることで改善の余地があると気づいた。しかし、複数の性格診断ツールを用い

ることはアプリの開発をさらに困難にし、ユーザーに過剰な選択肢を与えることで混乱を招くこともあるため、シンプ

ルで簡単な質問を設ける重要性を再認識した。また、最終的に作成したアプリにたどり着くまでツールの変更が二

度、仕様の変更に一度と時間がかかりすぎてしまったため、本来のスケジュールより大幅に遅れた完成となってし

まった。この経験を通じて、より効果的なアプリの完成に向けて改善していくことが大切であると考えた。 

 

研究に取り組んで：高橋亜希 

当初、アプリの作成にはプログラミングの知識が不可欠であると考えていたが、本研究を通して、ノーコードツール

を活用することで、プログラミングの知識がなくてもアプリを作成できることを学んだ。一方で、ノーコードツールは手

軽に開発を進められる反面、複雑な構造や高度な機能を実装するには限界があり、必ずしも万能ではないことも

実感した。ノーコードの持つ利便性と制約の両面を知ることができたのは、非常に貴重な経験となった。また、作成

に使用するツールの選定に時間を要したため、アプリ開発に割ける時間が不足してしまった。研究初期から授業時

間内だけでなく、積極的に授業外でも取り組んでいれば、より完成度の高い成果が得られたのではないかと思う。

この経験から、研究計画を立てる際には、ツールの調査や準備期間も見越したスケジュールを立てることの重要性

を改めて実感した。 

 

研究に取り組んで：樋口心 

この研究を通して、アプリ開発の難しさを学んだ。班員全員がアプリ開発未経験者で、知識も無く苦戦することが何

度もあった。無料であることや使いやすさなど、条件を満たすツールを見つけるのに時間がかかったことやツール

の不具合によって、予定していたスケジュールに間に合わなくて大会に出れなかった。もっと細かく予定を立てた

り、事前に学習すればよかった。この研究を通して学んだことを活かし、今後の研究に活かそうと思う。 
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